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『日本書紀』年表４

瀬戸市 林 伸禧

１ はじめに

『日本書紀』（継体紀～崇峻紀）を年表形

式に編集しなおしたので、「多元史観による

古代史論考『日本書紀』年表４（継体紀～崇

峻紀）、別冊『継体紀～崇峻紀』」と題して、

あらためて発表する。

なお、神代～武烈紀までの年表は、それぞ

れ次のとおり年表１から年表３までとして既

に発表している。

①『日本書紀』年表１（神代上・下）、

「東海の古代」141号（平成24年５月）

② 『日本書紀』年表２（神武紀～応神紀）、

「東海の古代」138号（平成24年２月）

③ 『日本書紀』年表３（仁徳紀～武烈紀）、

「東海の古代」150号（平成25年２月）

また、「『日本書紀』年表４(継体紀～崇峻

紀)及び別冊」は、本会ホームページ「古田

史学の会・東海」（http://www.geocities.co.

jp/furutashigaku_tokai/index.htm)の「資

料」に掲載されているので、必要に応じてダ

ウンロードして下さい。

２ 編集仕様

『日本書紀』年表３までは年単位としてい

たが、今回から次のように仕様を変更した。

① 横書きを縦書きにした。

② 日単位で編集した。

③ 記事が記述されていない月がある場合

は、一行もうけて空白行とした。

④ 天皇紀の記述は、即位前紀を前天皇紀に

加え、天皇紀は天皇元年からとした。従前

は、各天皇紀を即位前紀からとしていた。

⑤ 句読点は記述せず、文節間は「空白半角」

とし、会話文は、「」または『』で表示し、

原文の割注・細字は、〔〕で示した。

⑥ 記述項目に新たに古代逸年号（年号、年

数）を加えた。

⑦ 記述順序を『日本書紀』に沿って「年号、

年、月、朔干支、日干支、日数」とした。

⑧ 年数・朔干支等の誤りは、その都度訂正

表を添付した。

３ 年表における特異･問題点

詳しくは、「解説」に記述したが、概要は

次のとおりである。

① 即位

継体天皇から崇峻天皇までのうち、継体、

安閑、宣化、崇峻の４天皇は群臣等の推挙

によって即位している。
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② 立太子

立太子記事は、敏達天皇についてのみ記

述されているが、立太子時期は、欽明紀で

の欽明十五年、敏達即位前期での欽明廿九

年の２説がある。

③ 年令

天皇の崩御した時の壽令が判明している

のは、継体、安閑、宣化の３天皇のみであ

る。欽明天皇は若干年としてぼかしている。

④ 皇后・皇女

皇后は、通常皇女を立てるが、敏達天皇

の廣姫皇后は息長真手王女であって皇女で

はない。なお、廣姫皇后が薨したのち、額

田部皇女（推古天皇）が皇后となった。

また、崇峻天皇は、皇后を立てていない。

敏達紀では、推古天皇との間に誕生した

田眼皇女を舒明天皇に嫁いだと記述され

ているが、舒明紀では、そのような記述

はない。

４ 記事の誤り

① 暦法（元嘉暦）上の誤りがある記事がある。

・欽明十四条・卅一年条

・敏達四年条

② 欽明二年七月条に「秋七月 百済聞……、

遣……」と「秋七月 百済遣……」の重複

した記事がある。

５ その他

① 麻呂子皇子の名称が、継体･敏達･用明紀

に記述されている。

② 任那滅亡記事が欽明紀（欽明廿三年）と

推古紀（推古卅一年）に２回記述されてい

る。

＜添付資料＞

・多元史観による古代史論考『日本書紀』年

表四（継体紀～崇峻紀） 頁数34

・『日本書紀』年表四・別冊 継体紀～崇峻紀

頁数130

＜参考資料＞

・天皇系譜（継体天皇～崇峻天皇）

神武天皇の東征を

遺跡から探る

一宮市 畑田寿一

１ 先行各氏の説

我が国は、神武天皇が大和で即位をした時

を「建国の日」としており、記紀では紀元前

660年としている。しかし、初期の天皇の在

位期間が異常に長く、とても史実とは思えな

い。このため、先行各氏は中国や朝鮮半島の

歴史書や、記紀で書かれている没年の干支、

在位年数を10年程度にするなどを頼りに独自

の計算を行い、紀元80年頃から卑弥呼の没年

後の紀元280年頃とする案が示されている。

今回は上記の手法を採らずに、遺跡、出土

品を中心とした観点から大和王朝の成立時期

を探ってみたい。

２ 南大和の水銀資源

橿原遺跡（縄文時代晩期）は不思議な遺跡

である。九州中部を始め東北地方の大洞式土

器、北陸や中部山岳の土器が出土して、さな

がら日本各地の交流点の様相を呈している。

交通路の交差点でもないこの地に何があった

のか。

実はこの地は中央構造線の端にあり日本有

数の水銀（朱）の産地であった。鉱山は宇陀

や紀ノ川沿いにあったが、いずれも入域を厳

しく制限しており、橿原遺跡の辺りで朱への

加工、地方への配布を行っていたと考えられ

る。

水銀は当時高価な品であり、「天孫族がこ

の地を抑え、財力により次第に他の氏族の上

に立った」とする説（『大和誕生と水銀―土ぐ

もの語る古代史の光と影』田中八郎著、彩流社、

2004年）がある。この説は未だ少数意見であ

るが、大和王朝成立の謎に応える説として注

目に値する。
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３ 神武天皇東進への疑問

『日本書紀』では、神武天皇が九州から瀬

戸内海沿いに東進して難波に到着したが、既

に住んでいた氏族（長髄彦）の抵抗にあい、

紀伊半島から北進して大和の南端の橿原に到

着して大和王朝を築いたとしている。この間、

全体で６年、途中、吉備で３年を過ごしてい

ることになっているが、吉備の楯築遺跡を見

ると既に国邑が完成されており、その地によ

その軍隊が駐留できるとは思えない。

また、記紀によると天孫族は他の氏族よ

り遅れて大和に到着しており、橿原に着くと

１、２年で付近の住人を撃退して土地を奪い

建国したとしているが、狭い土地でその様な

ことをすれば無事に済むことは無く、逆に成

敗されないのがおかしい。

＜橿原付近地図＞

渡来人が朝鮮半島から日本各地に渡来した

時も、三々五々やってきて在来氏族の社会に

溶け込んでいったように、天孫族も最初は水

銀堀りが住み着き、そこに九州から同郷の友

を頼って来た人々が集まり、一族を形成して

いったと考えられる。

従って、「建国の日」とは神武天皇が九州

から来た連中を纏め、これを隣に住んでいた

大伴氏が認めた時になる。

４ 大伴氏の系図から見た初代の時期

大伴氏は摂津国、河内国を中心とした一族

と紀の国、大和高市を中心とした一族に別れ

る。天孫族と関係が深いのは紀の国、大和高

市を中心とした一族で道臣命が神武天皇と同

時代であると書紀では記載されている。道臣

命の７、８代後が大伴連室屋にあたり、室屋

は５世紀の人物であるので一世代15～20年と

すると３世紀後半に道臣命が生きていたこと

になる。

５ 出雲国造（出雲千家）の系統図からみた

初代の時期

出雲千家の初代は、天穂日命（アメノホヒ

ノミコト）で伝説上の人物であるが、神武天

皇から見ると数代古いことになる。『史記』

では、23代出雲果安が716年に登場するのが

最初であるが、上記と同じ一代20年弱とする

と初代から数代後は３世紀後半になる。また、

現在の当主は84代千家尊祐氏であるが、同様

の計算を行うとほぼ同じ時代になり、今も昔

も一代の長さには大きな差が無いことが分か

る。

６ 新沢千塚古墳群

橿原市にある新沢千塚古墳は４世紀から６

世紀にかけて構築された古墳で、600基以上

の古墳が寄せ集まっている。この古墳の特徴

は壮大な副葬品で、遠くペルシャ由来のガラ

ス製品まで含まれている。１つずつの古墳の

規模は大きくないが天孫族の成長期にあた

り、水銀（朱）による富の蓄積が大きかった

ことを物語っている。

７ 唐古・鍵遺跡

唐古・鍵遺跡は橿原の北方７ｋｍに位置

し、弥生時代（ＢＣ10世紀～ＡＤ３世紀前半）

に構築された。発掘された土器は近江、紀伊、

河内や遠くは天竜川流域のものが発掘されて

いるが九州勢の影は薄い。まだ天孫族の影響

下に無かったことを示している。

また、周辺の吉備の楯築遺跡などには王墓

と思われる遺跡が存在するが、大和にはこの

時期王墓と思われる遺跡は発掘されていな

い。大和の後進性を示す事例ではないか。
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８ 大和古墳群と鳥見山古墳群

大和古墳群は、奈良平野の中心部の大和神

社付近に広がる古墳群で３世紀後半から構築

され、著名な古墳としては箸墓古墳、西殿塚

古墳、弁天塚古墳、中山塚古墳がある。

この時代の古墳には吉備で使われ始めた特

殊器台、特殊壷を出土しており、これをもっ

て、吉備が大和に進出した証拠とする説があ

る。天孫族の大和進出の前に吉備が進出して

いたことは十分考えられる。

一方、桜井市にある桜井茶臼山古墳やメス

リ山古墳も同時代にあるが、玉杖など大和古

墳群と違った副葬品が出土しており、この時

代大和には２つの勢力があったと考えられ

る。距離的にもこちらの方が橿原宮に近く、

天孫族が関与していた可能性は高い。

９ 戸石・辰巳前遺跡（野山古墳群）

戸石・辰巳前遺跡は宇陀市榛原にあり、４

世紀の遺跡からは辰砂を挽く石臼や石杵、辰

砂が付着した土器などが出土されている。東

海地方の甕なども出土しており、東国への水

銀の輸出基地であった。

１０ まとめ

(1) 大和王朝３世紀後半成立説と朝鮮半島の

出来事との適合性

以上、断片的な情報を集めて「建国の日」

を探ってみたが、いずれも３世紀後半を示し

ている。この時期を主張する説には「邪馬台

国の会」を主催する安本美典氏の280～290年

説があり、同会ではこの説を基にした歴代天

皇の在位時期を発表しているが、いくつかの

事例を当てはめてみると結構適合性がある。

例えば、「372年、百済の近肖古王が七枝刀を

送る（神功紀52年）」は２ 0年程ずれており、
「461年、百済の蓋鹵王が弟を倭国に派遣す

る。（雄略紀５年）」は10年程ずれているが大

枠合致している。感覚的には時代が古くなる

に従い少しずつずれ、最大30年程度の誤差が

あるように思える。

＜歴代天皇の没年＞

歴代天皇の没年の中央値を線分化した図を

作成してみると『日本書紀』は明らかに不自

然であり、『古事記』は祟神天皇（318年没）

までしか遡れないが比較的信頼できそうであ

る。神武東征が３世紀後半でも中頃に近けれ

ば卑弥呼の死後、倭国の騒乱の時代にあたり、

３世紀末に近ければ倭国の騒乱が終り、壹與

が魏に朝貢した時代以降になる。決定的な証

拠が無いので断定はできないが、安本説より

少し遡るのがより妥当性に富むと思われる。

天孫族は３世紀後半に氏族としての体裁を

整えたが、先行する氏族と張り合うまでには

至らなかった。天孫族が畿内で頭角を現すに

は４世紀の祟神天皇まで待たねばならなく、

日本全体に影響力を持つには５世紀の雄略天

皇から６世紀の継体天皇まで掛かったのでは

なかろうか。

大和古墳群と鳥見山古墳群の項で述べたよ

うに４世紀初頭に2つの王権勢力があったと

する説があるが現在では少数意見である。今

後この説が広く認められた場合、日本の古代

史が大きく塗り変わることになり、今後の研

究成果が待たれる。

(2) 東海地方での崇神天皇代の故事

美濃から尾張北部にかけて崇神天皇代の出

来事が神話として残っている。代表的なもの

を列記する。

① 景行天皇の妃の五十琴姫命の墓とする琴
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塚古墳が存在する。（岐阜市）

② 崇神天皇の弟の日子坐命の墓が存在する。
ひこいますおう

（岐阜市）

③ 景行天皇の行幸地の泳 宮が存在し、崇神
くくりのみや

天皇の皇子の八坂入彦の墓が存在する。（愛

知県可児市）

これらは今まで神話と考えられてきたが、

崇神天皇が４世紀の人とすれば、例えば３世

紀末の古墳として愛知県犬山市の東之宮古墳

があり、４世紀にかけての古墳は各地に散在

することから、実在性が高まったと言える。

大和王朝と尾張地方の関係を見直してみる必

要があろう。

倭の五王
ー『宋書』の倭國 ー

その７
名古屋市 石田敬一

これまで述べてきたように、履中が居た難

波宮は筑紫にあります。太子であった履中が

難波宮から逃げ、泥酔から覚めた多遲比野は、

燃える難波宮が見えるところにあります。

この多遲比の地名については、反正である

多遲比瑞齒別の名に因む説話が興味深いで

す。反正紀に次のとおり記されます。

瑞齒別天皇、去來穗別天皇同母弟也。去來

穗別天皇二年、立爲皇太子。天皇、初生于淡

路宮、生而齒如一骨、容姿美麗。於是有井曰

瑞井、則汲之洗太子、時多遲花有于井中、因

爲太子名也。多遲花者今虎杖花也、故稱謂多

遲比瑞齒別天皇。

この記事によれば、井戸から水を汲んで瑞

歯別皇子(反正)を洗ったときに「多遲花」が
た ち ば な

井戸の中にあり、それで太子の名を多遲比瑞

歯別尊と称したとされます。

「多遲比」の地名は、同名の多遅比端歯別

尊の名の由来記事にある多遲花に関係してい

ると考えられます。

博多の東には多遲花と称する有名な山、立

花山があり、「多遲比野」は、この「立花山

の裾野」ではないかと思われます。

この立花山に関する歌があります。

うつそみの人なる我や明日よりは 二上山

を弟と我が見む

現世に留まる私よ、明日からは（弟の眠る）

二上山を弟だと偲び私は見よう。
いろせ

万葉集巻二・165

天武天皇の皇位継承に関して、大田皇女を

母とする大津皇子は器量・才能が優れ人望も

厚かったのに対して、鵜野讃良皇女（持統）
う の の さ さ ら

は、息子の草壁皇子を皇位につけるために大

津皇子に謀反の疑いをかけ自害させました。

大津皇子の死を憂い、大田皇女の姉である大

来皇女がこの歌を詠いました。

歌の二上山について、近畿大和説では、奈
ふたかみやま

良と大阪の境（奈良県葛城市、大阪府太子町）

にある、北方の雄岳（517m）と南方の雌岳（4

74m）の２つの山頂がある双耳峰を二上山と
に じょうざん

呼び、これを歌の二上山であるとされます。
ふたかみやま

高い方の雄岳の頂上には、宮内庁による「大

津皇子二上山墓」があります。

しかしながら、万葉集の「ふたかみやま」に

対して、近畿の二上山は、「にじょうざん」と呼

ばれるとともに関係地名がなく、しっくりしま

せん。

一方、筑紫の二上山は、福岡市東区と粕屋

郡新宮町及び久山町境の立花山であり、この

立花山は、かつてイザナミ・イザナギを祀る

「二神山」として「ふたかみやま」と呼ばれ

おり、この筑紫の二上山（二神山）が歌の二

上山に相応しいでしょう。立花山は、いくつ

かの峰からなる山群ですが、福岡市の市内（東

区の香椎宮）から眺めると、最高峰の井楼山
せいろうやま

（標高367ｍ）と北西400mにある松尾山（337

m）さらには、その西にある白岳（314ｍ）が

目立ち、志賀島や玄界灘からは井楼山と松尾

山が重なって、白岳との二峰のようにも見え、

古代には陸海のランドマークの役目をはたし

ていました。

立花の花は、鼻で岬のことですから、立花

山は古くは海岸にせり出したところにあって

目立ったのだと思われます。

さらに興味深いことに、立花山を越えると
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古賀市の小山田に斎 宮があります。ここに
いきつのみや

は、仲哀天皇の五大臣の一人、物部膽昨連が
い く ひ

祀られています。履中が住吉仲皇子（墨江中

皇）に追われ、博多から物部氏の力が強い東

の地域に逃れたとすれば、その方角の先には、

先に示した古物神社があり、やはり古物神社

は注目すべき神社といえます。

ところで、名古屋市東区筒井にある物部神

社は、大石をご神体としており、石神神社と

もいいます。物部膽昨連を祀る小山田斎宮は
い く ひ おやまだいきつのみや

別名を二丈神宮といい、三間四面の大石があ

るのは石上に通ずるところがあり意味ありげ

です。

さて、履中の逃亡の話に戻ります。

『古事記』にはありませんが、書紀では安

曇氏が住吉仲皇子の味方として登場します。

則更還之、發當縣兵令從身、自龍田山踰之、

時有數十人執兵追來、太子遠望之曰「其彼來

者誰人也、何步行急之、若賊人乎。」因隱山

中而待之、近則遣一人問曰「曷人。且何處往

矣。」對曰「淡路野嶋之海人也、阿曇連濱子

一云阿曇連黑友。爲仲皇子、令追太子。」於

是、出伏兵圍之、悉得捕。當是時、倭直吾子

籠、素好仲皇子、預知其謀、密聚精兵數百於

攪食栗林、爲仲皇子將拒太子。時太子、不知

兵塞而出山行數里、兵衆多塞、不得進行。

仁徳死去に伴い、住吉仲皇子は、同母の兄

である太子の履中を殺そうとします。この記

事によれば、その際に住吉仲皇子の行動に呼

応して逃げる太子を追う者がいました。その

人は「淡路野嶋の海人なり。阿曇連浜子（阿

曇連黒友ともいう）」とあります。

淡路野嶋は、通説では淡路島（現・兵庫県

淡路市野島常盤）とされます。しかし、安曇

の本拠地は、淡路島ではありません。まった

く見当違いではないかと思います。

『和名類聚抄』には、筑前国糟屋郡を加須

也と註し、阿曇・志珂・香椎・柞原・勢門・

池田・大村・敷梨・厨戸の九郷を載ていま

す。『和名類聚抄』で阿曇が記されるのは筑

前国糟屋郡阿曇郷だけです。阿曇の本拠地は、

ここでしょう。つまり、現在の福岡市の東部、

福岡市東区和白か福岡県糟屋郡新宮町あたり

に安曇があったと考えられます。淡路野嶋は

この付近ということになり、淡路はその「路」

の意味に注視すれば、淡海（博多湾）の路で

あって志賀の「海ノ中道」にあたると思われ

ますから、淡路野嶋は、その先にある志賀島

が妥当なところでしょう。

また、この記事における龍田山は、通説で

は、現在の奈良県生駒郡三郷町の信貴山の南

にあたる山地とされていますが、龍田山の名

称があるわけではありません｡書紀は近畿を

中心に記述されていますので、こうした想定

がされます。しかし、博多を中心に想定する

と、この記事の龍田山は、立花山の東方にあ
、、

る福岡県宮若市芹田の龍田神社あたりが妥当
、、

ではないかと思います。

住吉仲皇子は皇太子側の伏兵に捕まり殺さ

れ、そして履中は即位します。ところが阿曇

連浜子は、「大きなる恩を垂れ死を免じ墨に

科す」だけとなりました。要するに顔に入れ

墨を科すだけで恩赦として許されました。履

中にとって、海人の安曇氏は殺すには惜しい

重要な人物であったということでしょうか。

後には屯倉の役人となったとされます。

また、記事には、倭直吾子籠は、仲皇子の

ために同志とともに太子（履中）を阻もうと

したとあります。もともと倭直吾子籠は、父

の仁徳の味方でしたから、太子を阻もうとし

たのは、本来、仲皇子が太子となるべきと考

えていたからであると思われます。そうであ

るならば、ここで履中の敵側として登場する

ことが理解できます。

そうすると、［履中＋物部］対［仲皇子＋

安曇＋倭直］の構図が見えてきます。書紀に

は、履中と仲皇子は同母ではあるものの同父

とは記されていないため、敵対するのもわか

らなくもありません。履中の父は、仁徳では

なかった可能性がうかがえます。本来、天皇

になるべき人物は仲皇子だったのでしょう。

『古事記』では、難波宮が燃え、履中は多

遲比野で目覚めたとありますが、書紀では太

子宮が燃え、埴生坂で目覚めたとあります。

仲皇子、不知太子不在而焚太子宮、通夜火

不滅。太子、到河内國埴生坂而醒之、顧望難

波、見火光而大驚
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仲皇子は太子が不在であることを知らずに

太子宮を燃やしました。夜通し火が消えず、

太子が河内国の埴生坂に到着して目を覚ま

し、難波を顧みて望みました。その火の光を

見て大いに驚いたとあります。

先に、『古事記』の難波宮は、一応、父の

仁徳の皇居である難波高津宮のこととしてお

きましたが、この書紀の記事では「太子宮」

と記されますので、これに従えば、太子であ

る履中は、仁徳の皇居である高津宮とは別に

難波宮を構えていたと思われます。

「難波」は元々「灘波」であり、玄界灘を
．

擁する博多湾岸は、難波の地名に相応しく、

履中の難波の太子宮が博多湾岸に存在するの

は頷けるところですが、具体的に太子宮の位

置を示すことは、他に手がかりがありません

ので不可能です。ただし、先に難波は筑紫と

ほぼ同地域であると示しており、地名から候

補地をあげるとすれば、現存する難波は、福

岡市城南区南片江にある「難波池」です。

難波宮である太子宮の候補地として、この

難波池の北に福岡都市高速環状線を挟んで、

三尾池公園や堤丘小学校の公共施設に連なっ

て堤八幡宮があります。堤八幡宮（城南区堤

1丁目20-11）の由緒には「尚社説に曰く、元

樋井川村大字堤字宮の前に鎮座。其の由来伝

はらざれ共此地は往古く草ヶ江の津深く湾入

せる海岸に堤防ありしより如斯地名を呼ぶと

云ひ伝ふ。」とあります。注目すべき「難波」

の地名が残る「難波池」の辺りにある「宮の

前」の地名であり、これは履中の太子宮つま

り難波宮を示唆する１つであろうと思います。

履中が難波宮から逃げて泥酔から覚めた多遲

比野は、先述のとおり福岡市の東部に位置する

立花山のあたりと思われます。書紀では、太子

は、「河内國」の「埴生坂」で目覚め、難波を望

むと記されます。履中記には「河内國」の地名

は記述されていませんが、履中紀では「河内國」

とされます。

河内と言えば摂津が思い浮かび、通説では、

履中紀の「河内國」は、現在の大阪府南東部と

されます。しかし、実は北部九州には、「河内」

の地名が広範囲に存在します。先述のとおり仲

哀、応神、仁徳、履中の御陵で示したように、

福岡市南区の柳河内、福岡市早良区の野河内渓

谷やそこに隣接する糸島市王丸には河内川の名

があります。これら以外にも河内の名は数々あ

ります。次回に示します。 （つづく）

前回の例会の内容

■景行紀と倭國
一宮市 竹嶌正雄

三世紀後半から四世紀前半における九州王朝
の動静について、景行紀を中心に推考した。

■阿蘇の狩尾遺跡での製鉄跡
一宮市 畑田寿一

欠席した畑田氏の代わりに竹内会長が説明
した。狩尾遺跡の鉄製品等の出土状況などか
ら三世紀後半から四世紀初頭における九州中
部における勢力に注目し菊池川流域における
狗奴国の可能性を示した。

■『皇代略記』における古代逸年号
瀬戸市 林 伸禧

『皇代略記』の古代逸年号が書紀の記事と
干支や年数にずれがある事に関して、中国の
影響を受けた周正の導入や戊寅暦の暦法の採
用を示唆した。

■倭の五王ー『宋書』の倭國ーその６
名古屋市 石田敬一

日本武尊が草薙剣を奉納した熱田社に関連し
て、北部九州の鞍手町新北の熱田神社の存在を
示し、草薙剣の盗難事件の舞台が北部九州での
出来事である可能性を示した。

例会の予定など

■ 例会の予定 参加料 500円
(1) 日 時 １１月１９日(日) 13:30～17:00
(2) 場 所 名古屋市市政資料館 第２集会室
名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051

■ 来月以降の例会 12月17日(日)

古田武彦先生とその学問に興味のある方なら
どなたの参加も歓迎します。また参加に際し事
前連絡は不要です。遅刻・早退もかまいません。
例会で発表する際は資料を２５部用意ください。

■ 投稿締切り日 １１月３０日(木)

・全て11ポイントでべた打ちしてください。

■ 投稿先（編集担当：石田）
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp


